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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
エレベータ式駐車装置に装備される、車両搭載架台をエレベータの昇降路と駐車棚とに横
行させるための横行駆動装置であって、
上記エレベータの前端近傍および後端近傍の少なくとも一方に配設された横行ガイド部材
と、
該横行ガイド部材に形成されたガイド溝と、
上記車両搭載架台に配設された、上記ガイド溝に左右移動不能に係合する第二係合部材と
を有しており、
上記ガイド溝が、横行ガイド部材の駐車棚側の端部からエレベータの左右中間部近傍に向
かって下方に傾斜した上部ガイド溝と、該上部ガイド溝と連続して、エレベータの左右中
間部近傍から横行ガイド部材の上記駐車棚側の端部に向かって下方に傾斜した下部ガイド
溝とを有してなるエレベータ式駐車装置の横行駆動装置。
【請求項２】
車両を昇降させるエレベータと、
該エレベータの昇降路に沿って上下複数階に配設された駐車スペースを区画する駐車棚と
、
上記エレベータの昇降路と駐車棚とに車両搭載架台を横行させるための第一横行駆動装置
および第二横行駆動装置とを備えており、
該第一横行駆動装置が、
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上記駐車棚とほぼ平行な水平循環路を一部に有する無端チェーンと、該無端チェーンに配
設された第一係合部材と、上記車両搭載架台に配設された、上記第一係合部材が左右移動
不能に係合する被係合部材とを有しており、
上記第二横行駆動装置が、
上記エレベータの前端近傍および後端近傍の少なくとも一方に配設された横行ガイド部材
と、該横行ガイド部材に形成されたガイド溝と、上記車両搭載架台に配設された、上記ガ
イド溝に左右移動不能に係合する第二係合部材とを有しており、
上記ガイド溝が、横行ガイド部材の駐車スペース側端部からエレベータの左右中間部近傍
に向かって下方に傾斜した上部ガイド溝と、該上部ガイド溝と連続して、エレベータの左
右中間部近傍から横行ガイド部材の上記駐車スペース側端部に向かって下方に傾斜した下
部ガイド溝とを有してなるエレベータ式駐車装置。
【請求項３】
上記第一横行駆動装置の無端チェーンが、一階おきの駐車スペースにおける前後端の少な
くとも一方側に配設され、当該階の駐車棚に近接し且つこの駐車棚にほぼ平行な下部水平
循環路、および、直上階の駐車棚に近接し且つこの駐車棚にほぼ平行な上部水平循環路を
その旋回経路に含んでなる請求項２記載のエレベータ式駐車装置。
【請求項４】
上記第二横行駆動装置のガイド溝が、上部ガイド溝と下部ガイド溝との間に形成された、
両ガイド溝を連続してつなぐための鉛直方向に延びる鉛直ガイド溝を有してなる請求項２
または３記載のエレベータ式駐車装置。
【請求項５】
無端チェーンが配設された駐車スペースの階の車両搭載架台の被係合部材が上方を向いて
開口した下部被係合部材であり、
無端チェーンが配設された駐車スペースの階の直上階の車両搭載架台の被係合部材が下方
を向いて開口した上部被係合部材であり、
無端チェーンの旋回に伴い、第一係合部材が下部被係合部材に上から係合したのちに、駐
車スペースの階の車両搭載架台を横行させ、第一係合部材が上部被係合部材に下から係合
したのちに、直上階の車両搭載架台を横行させるように構成されてなる請求項３記載のエ
レベータ式駐車装置。
【請求項６】
上記車両搭載架台が、各階の駐車棚に配置されており、且つ、駐車棚と当該階の昇降路と
の間を横行可能にされており、
各階の駐車棚にはそこに収容される車両搭載架台が横行しうる第一横行路が形成されてお
り、各階の上記昇降路の前部および後部には、対応階の駐車棚に収容される車両搭載架台
が横行しうる第二横行路が形成されており、
上記エレベータと車両搭載架台とが上下方向に相互に通過しうるように構成されてなる請
求項２記載のエレベータ式駐車装置。
【請求項７】
上記車両搭載架台が車両搭載用の第一櫛歯を備えたフォーク式の横行架台から構成されて
おり、上記エレベータが、車両搭載用の第二櫛歯を備えたフォーク式の昇降架台を備えて
おり、上記第一櫛歯と第二櫛歯とが上下方向に相互に歯間を通過しうるように構成されて
なる請求項６記載のエレベータ式駐車装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はエレベータ式駐車装置およびその横行駆動装置に関する。さらに詳しくは、エ
レベータによって入出庫対象の車両を昇降させることにより、上下複数階の各駐車棚と入
出庫階との間を搬送する方式のエレベータ式駐車装置、および、このエレベータ式駐車装
置において、車両搭載架台を駐車棚とエレベータ昇降路とに横行させるために好適に用い
られる横行駆動装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　エレベータ式駐車装置は、エレベータの昇降路に沿って複数階に配設された車両格納部
（駐車棚ともいう）に車両を収容し、この格納部とエレベータとの間で車両を受け渡す方
式の駐車装置である。
【０００３】
　このような駐車装置として、パレットに入出庫対象の車両を搭載してこのパレットをエ
レベータが搬送するパレット式と、このようなパレットを用いないパレットレス式とが知
られている。パレット式は駐車装置の全体構造が簡単であるという長所を有する。しかし
ながら、入庫時に空パレットを呼び出す動作および出庫後の空パレットを格納部へ返還す
る動作が必要であるため、入出庫作業に時間がかかるという短所も有している。
【０００４】
　一方、従来のパレットレス式の駐車装置では各格納部に横行台車を備えており、各格納
部からエレベータの昇降路にわたって敷設された横行レール、および、横行台車を横行さ
せるための横行駆動装置を備えている。これにより、エレベータを目的の格納部の位置に
至らせた後、横行台車をこのエレベータに移送することができる。横行台車およびエレベ
ータはともに相互に上下に通過しうる櫛歯を有している。この櫛歯の上に車両の車輪が載
置される。これを櫛歯エレベータ式駐車装置（フォーク型エレベータ式駐車装置ともいう
）と呼ぶ。かかる構成により、横行台車とエレベータとが相互に上下に通過することによ
って車両を一方の櫛歯から他方の櫛歯へ移載するのである。このような櫛歯エレベータ式
駐車装置においても、入出庫時間の短縮化が求められており、さらに、省スペース化（と
くに駐車棚間の高さ方向スペース）、構造の簡素化、設備費の低廉化、保守点検作業の容
易化が望まれている。
【０００５】
　本願の発明者は、かかる要求に応えるには車両の格納トレイ（車両搭載架台）を横行さ
せる横行駆動装置の構成および配置が大きな決め手となるということに想到した。従来の
車両搭載架台の構成および配置としては、たとえば特許文献１～特許文献５に開示された
ものが知られている。
【０００６】
　特許文献１にはフォークエレベータ式の駐車装置が開示されている。この駐車装置では
、各階の車両格納部および各階の昇降路部分に格納トレイの横行駆動用ローラフレーム（
ローラコンベア）が設置されている。さらに、各階の格納部にローラコンベアを駆動する
モータが設置されている。また、昇降路の全階のローラコンベアのローラがチェーンスプ
ロケット機構によって一連に接続された上で、一個の駆動モータが昇降路の全ローラコン
ベアを駆動して一の格納トレイを横行させる。これでは横行機構の構造が複雑となり、モ
ータの個数が多くなる。さらに、入出庫希望の一の駐車階のみならず、他の全てのローラ
コンベアをも駆動させることになるので、動力が浪費され、騒音が全階に及ぶことになる
。
【０００７】
　特許文献２にもフォークエレベータ式の駐車装置が開示されている。この駐車装置では
、格納トレイの横行駆動装置に給電するために、ケーブルを廃して、集電器を備えた給電
装置を用いている。この給電装置は高価なものである上に、各格納部から昇降路にまで延
設されている。さらに、電極部が露出している。
【０００８】
　特許文献３にもフォークエレベータ式の駐車装置が開示されている。この駐車装置では
、各格納部の前後一方側に横行機構としてのフリクションローラコンベアを配設している
。前後の一方にのみ配設しているため、格納トレイの斜行や滑りによる停止位置誤差の心
配がある。これを防止するためには高度で複雑な姿勢制御や停止位置制御のシステムを必
要とする。
【０００９】
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　特許文献４にもフォークエレベータ式の駐車装置が開示されている。この駐車装置では
、全ての階の格納部および昇降路の全ての階にローラフレームが配設されており、各ロー
ラフレームにはローラを回転駆動するモータおよびチェーンが配設されている。
【００１０】
　以上説明した特許文献１～特許文献４の駐車装置に共通の問題点は、各階の格納部にモ
ータやシリンダ等の横行駆動装置が配置されている点である。この横行駆動装置は故障復
旧時や保守点検時には重要な点検部位となるが、格納部に車両が収容されている状態では
この点検部位付近のスペースが狭くなり、窮屈な作業姿勢を余儀なくされる等、作業が大
きく制限されてしまう。とくに特許文献３の横行駆動装置では、点検項目によっては通電
状態とせざるを得ず、狭い作業空間では作業者が不用意に露出電極部に接触するおそれも
ある。
【００１１】
　特許文献５にもフォークエレベータ式の駐車装置が開示されている。この駐車装置では
格納部に一切の横行駆動装置を設けず、エレベータに横行駆動装置を搭載している。その
結果、構造全体が簡素化し、保守点検作業も容易に行うことができる。しかしながら、こ
の駐車装置では、上記した特許文献１～特許文献５の駐車装置とは異なり、エレベータが
入出庫対象の格納部の階に到達してからでないと格納トレイの横行動作を開始することが
できない。必然的に入出庫に要する時間が長くなるため、パレットレス方式の大きな利点
である入出庫時間短縮という効果を奏することができない。
【特許文献１】特公平３－５００６４号公報
【特許文献２】特許第２５４５２７０号公報
【特許文献３】特許第２８４０５７３号公報
【特許文献４】特公平７－９４７７７号公報
【特許文献５】特開平３－２２８９７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、かかる課題を解決するためになされたものであり、車両搭載架台の横行駆動
装置を全ての車両格納部には配置する必要が無いか、または、昇降路には横行駆動装置の
駆動源を一切設置する必要がないため、保守点検作業等が容易となり、しかも、入出庫時
間の短縮が可能となるエレベータ式駐車装置を提供すること、および、この駐車装置に好
適に用いられる横行駆動装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明に係る横行駆動装置は、
エレベータ式駐車装置に装備される、車両搭載架台をエレベータの昇降路と駐車棚とに横
行させるための横行駆動装置であって、
上記エレベータの前端近傍および後端近傍の少なくとも一方に配設された横行ガイド部材
と、
この横行ガイド部材に形成されたガイド溝と、
上記車両搭載架台に配設された、上記ガイド溝に左右移動不能に係合する第二係合部材と
を有しており、
上記ガイド溝が、横行ガイド部材の駐車棚側の端部からエレベータの左右中間部近傍に向
かって下方に傾斜した上部ガイド溝と、この上部ガイド溝と連続して、エレベータの左右
中間部近傍から横行ガイド部材の上記駐車棚側の端部に向かって下方に傾斜した下部ガイ
ド溝とを有している。
【００１６】
　したがって、上部ガイド溝または下部ガイド溝に第二係合部材が係合すれば、エレベー
タの昇降によって車両搭載架台を横行させることができる。すなわち、横行のための特別
の駆動源を必要とすることなく、エレベータの昇降によって横行駆動が可能となる。
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【００１７】
　本発明のエレベータ式駐車装置は、
　車両を昇降させるエレベータと、
　このエレベータの昇降路に沿って上下複数階に配設された駐車スペースを区画する駐車
棚と、
　上記エレベータの昇降路と駐車棚との間に車両搭載架台を横行させるための第一横行駆
動装置および第二横行駆動装置とを備えており、
　この第一横行駆動装置が、
　上記駐車棚とほぼ平行な水平循環路を一部に有する無端チェーンと、該無端チェーンに
配設された第一係合部材と、上記車両搭載架台に配設された、上記第一係合部材が左右移
動不能に係合する被係合部材とを有しており、
　上記第二横行駆動装置が、
　上記エレベータの前端近傍および後端近傍の少なくとも一方に配設された横行ガイド部
材と、この横行ガイド部材に形成されたガイド溝と、上記車両搭載架台に配設された、上
記ガイド溝に左右移動不能に係合する第二係合部材とを有しており、
　上記ガイド溝が、横行ガイド部材の駐車スペース側端部からエレベータの左右中間部近
傍に向かって下方に傾斜した上部ガイド溝と、この上部ガイド溝と連続して、エレベータ
の左右中間部近傍から横行ガイド部材の上記駐車スペース側端部に向かって下方に傾斜し
た下部ガイド溝とを有している。
【００１８】
　かかる構成によれば、無端チェーンを擁した第一横行駆動装置が車両搭載架台を駐車棚
と昇降路とに横行させ、横行ガイド部材を擁した第二横行駆動装置が車両搭載架台をエレ
ベータの昇降動作によって駐車棚と昇降路とに横行させる。この二つの横行駆動装置の連
係により、エレベータの昇降動作と並行して車両を横行させることができる。
【００１９】
　上記第一横行駆動装置の無端チェーンを一階おきの駐車スペースにおける前後端の少な
くとも一方側に配設し、上記無端チェーンを、当該階の駐車棚に近接し且つこの駐車棚に
ほぼ平行な下部水平循環路、および、直上階の駐車棚に近接し且つこの駐車棚にほぼ平行
な上部水平循環路をその旋回経路に含むように構成することができる。
【００２０】
　こうすることにより、この横行駆動装置が設置された階の駐車棚の車両搭載架台の横行
と、この横行駆動装置が設置された階の直上階の駐車棚の車両搭載架台の横行とをともに
駆動することができる。
【００２１】
　上記第二横行駆動装置のガイド溝が、上部ガイド溝と下部ガイド溝との間に両ガイド溝
を連続してつなぐための鉛直方向に延びる鉛直ガイド溝を有するように構成することがで
きる。
【００２２】
　無端チェーンが配設された駐車スペースの階の車両搭載架台の被係合部材を、上方を向
いて開口した下部被係合部材とし、
　無端チェーンが配設された駐車スペースの階の直上階の車両搭載架台の被係合部材を、
下方を向いて開口した上部被係合部材とし、
　無端チェーンの旋回に伴い、第一係合部材が下部被係合部材に上から係合したのちに、
駐車スペースの階の車両搭載架台を横行させ、第一係合部材が上部被係合部材に下から係
合したのちに、直上階の車両搭載架台を横行させるように構成することができる。
【００２３】
　上記車両搭載架台を、各階の駐車棚に配置するとともに、駐車棚と当該階の昇降路との
間を横行可能に構成し、
　各階の駐車棚にはそこに収容される車両搭載架台が横行しうる第一横行路を形成し、各
階の上記昇降路の前部および後部には、対応する駐車棚に収容される車両搭載架台が横行
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しうる第二横行路を形成し、
　上記エレベータと車両搭載架台とを、相互に上下方向に通過しうるように構成すること
ができる。
【００２４】
　上記車両搭載架台を、車両搭載用の第一櫛歯を備えたフォーク式の横行架台から構成し
、上記エレベータに、車両搭載用の第二櫛歯を備えたフォーク式の昇降架台を備え、上記
第一櫛歯と第二櫛歯とが上下方向に相互に歯間を通過しうるように構成することができる
。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、車両搭載架台の横行駆動装置を各車両格納部には配置する必要が無く
、また、昇降路には横行駆動装置の駆動源を設置する必要がないため、保守点検作業等が
容易となり、しかも、車両搭載架台の横行とエレベータの昇降とを並行して行いうるので
、入出庫時間を短縮することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　添付の図面を参照しながら本発明にかかるエレベータ式駐車装置およびその横行駆動装
置の実施形態を説明する。
【００２７】
　図１は本発明の一実施形態にかかる櫛歯エレベータ式駐車装置（以下、単に駐車装置と
いう）を示す縦断面図である。図２は図１の駐車装置における駐車棚の一部およびエレベ
ータを示す斜視図である。図３は図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図であり、駐車棚が配設さ
れた駐車階を示している。図４は図１のＩＶ－ＩＶ線断面図であり、入出庫階を示してい
る。図５は図３のＶ－Ｖ線矢視図である。
【００２８】
　図１～図３に示すように、この駐車装置１には、車両Ｍを搭載して昇降させるためのエ
レベータ２が設置されている。エレベータ２の昇降路３の両側（片側であってもよい）に
は多数の車両格納部（駐車スペース）Ｓを区画する多数段の駐車棚４が配設されている。
駐車棚４は左右両側の駐車区画それぞれの四隅に立設された棚柱５同士の間に設置されて
いる。
【００２９】
　出庫に際してエレベータ２は両側の駐車棚４の間を昇降し、呼び出された車両Ｍの駐車
棚４まで移動したうえで当該車両Ｍを受け取り、これを入出庫階Ｅへ搬送する。また、入
庫に備えてエレベータ２は入出庫階で待機し、入庫車両が乗り入れるとこれを所定階の駐
車棚４まで搬送して駐車棚４にあずける。本駐車装置１では入出庫階Ｅは一番下の階であ
る１階に形成されている。図中に符号Ｅｄで示すのは入出庫階Ｅにおける入出庫口Ｇの扉
である。図１に示すように、本駐車装置１は、入出庫口Ｇがエレベータ２の横方向に形成
された、いわゆる９０゜乗り入れ式の駐車装置である。すなわち、入出庫車両Ｍはエレベ
ータ２の長手方向に直角の方向に入出庫する。しかし、かかる形式に限定はされず、いわ
ゆる１８０゜乗り入れ式としてもよい。すなわち、入出庫車両Ｍがエレベータ２の長手方
向に入出庫する方式の駐車装置であってもよい。
【００３０】
　本実施形態では、エレベータ２は互いに左右に分離した左昇降体２Ｌと右昇降体２Ｒと
からなり、それぞれがワイヤ６によって吊り下げられている。このワイヤ６を巻き上げ繰
り出して両昇降体２Ｌ、２Ｒを同期して昇降させる巻き上げ装置７およびカウンターウエ
イト８が備えられている。エレベータ２の昇降路３の四隅に配置された棚柱５がちょうど
エレベータ２の昇降を案内するガイドレールとしての機能を果たしている。エレベータ２
の四隅、すなわち各昇降体２Ｌ、２Ｒの外側二隅にはガイド用棚柱５に係合して転動する
被案内ローラ９が取り付けられている。
【００３１】
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　エレベータ２には、左右の各昇降体２Ｌ、２Ｒから対向するように、内側に向けて車両
Ｍの前後車輪が載置される櫛歯１１が突設されている。左右の櫛歯１１の先端同士の間は
空間（前後方向間隙）１２Ｄが形成されている。前輪が載置される前部櫛歯１１Ａと後輪
が載置される後部櫛歯１１Ｂとの間には櫛歯が形成されない空間（中央開口）１２Ａが設
けられており、前部櫛歯１１Ａの前方には前部開口１２Ｂが設けられており、後部櫛歯１
１Ｂの後方には後部開口１２Ｃが設けられている。これらの開口１２Ｄ、１２Ａ、１２Ｂ
、１２Ｃは入出庫階Ｅに設置された後述する乗入デッキ１３が通過するためのものである
。上記櫛歯１１は、乗入デッキ１３の櫛歯１３Ａおよび後述する車両搭載架台１６の櫛歯
２０が相互に上下方向に通過し得るように、その寸法および歯のピッチが定められている
。
【００３２】
　また、エレベータ２の各昇降体２Ｌ、２Ｒの前端近傍および後端近傍には、それぞれ鉛
直状に延びるほぼ台形を呈した板状の横行ガイド部材２１が配設されている。この台形の
底辺に相当する部位はエレベータ２の左右両端に位置する鉛直線とほぼ一致している。す
なわち、左右の横行ガイド部材２１Ｌ、２１Ｒはともに、昇降体の駐車棚４側端部からエ
レベータの左右中間部近傍に向かって下方に傾斜した上部傾斜辺と、この上部傾斜辺と連
続してエレベータの左右中間部近傍からエレベータの上記駐車棚４側端部に向かって下方
に傾斜した下部傾斜辺とを有している。本実施形態では、上部傾斜辺と下部傾斜辺とは同
一長さで、鉛直線に対して反対方向に同一角度をなしている。しかし、この構成に限定は
されない。
【００３３】
　そして、上部傾斜辺と下部傾斜辺とを短い鉛直辺がつないでいる。したがって、左右の
横行ガイド部材２１Ｌ、２１Ｒ同士の間には、上下それぞれに向かって拡開し、上下方向
中央部が窄まり状になった間隙が形成されている。各横行ガイド部材２１Ｌ、２１Ｒの駐
車棚４側の辺は前述のとおり鉛直状に形成されている。そして、この各横行ガイド部材２
１Ｌ、２１Ｒの上下方向中央部にはそれぞれ上記昇降体２Ｌ、２Ｒが固定されている。各
横行ガイド部材２１Ｌ、２１Ｒの上部傾斜辺と下部傾斜辺と鉛直辺とに沿って、後述する
ガイド溝２２が形成されている。後述する無端チェーン２４を用いた横行駆動装置２３を
第一の横行駆動装置とすると、この横行ガイド部材２１Ｌ、２１Ｒは、車両搭載架台１６
を昇降路３の中央位置まで引き出すための、第二の横行駆動装置といえる。
【００３４】
　図４に示された入出庫階Ｅの乗入デッキ１３は入出庫する車両が一旦乗り入れるところ
であり、入出庫階Ｅのピット４１内に配設されている。この乗入デッキ１３は、中央板１
３Ｂと、中央板１３Ｂから前後に延びる中央梁１３Ｃと、中央梁１３Ｃの両先端に固定さ
れた端板１３Ｄと、上記中央梁１３Ｃから左右両外方へ突設された櫛歯１３Ａとを有して
いる。上記端板１３Ｄの外方縁部は後述する車路用スロープ４３と干渉しないように円弧
状を呈している。入出庫階Ｅに下降してくるエレベータ２は、その櫛歯１１が乗入デッキ
１３の櫛歯１３Ａ間を通過し、その中央開口１２Ａを乗入デッキ１３の中央板１３Ｂが通
過し、その前部開口１２Ｂおよび後部開口１２Ｃを乗入デッキ１３の端板１３Ｄが通過し
、その前後方向間隙１２Ｄを乗入デッキ１３の中央梁１３Ｃが通過して、ピット４１内に
おける乗入デッキ１３の下方に位置する。図１および図４に示すように、上記ピット４１
の底の前後端近傍には、上記横行ガイド部材２１Ｌ、２１Ｒのほぼ下半分を収容すること
ができる幅が狭く深さが深いガイド部材収容溝４２が形成されている。
【００３５】
　また、ピット４１内には上記乗入デッキ１３を水平面内で旋回させるための旋回駆動台
１４が設置されており、この旋回駆動台１４の上に乗入デッキ１３が設置されている。こ
の旋回駆動台１４は駆動モータ１４Ａによってチェーン１４Ｂ等を介して旋回させられる
。図１に示す横の入出庫口Ｇから入庫した車両がそのまま直進して乗入デッキ１３に乗り
入れると、旋回駆動台１４が乗入デッキ１３を９０゜旋回させてその長手方向をエレベー
タ２の長手方向に一致させる。そして、エレベータ２が乗入デッキ１３上の車両をすくい
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上げて指定階へ搬送する。乗入デッキ１３は入出庫階Ｅの床面と干渉せずに回転しうるよ
うに、床面より若干高い位置に配置されている。そのため、図４に示すように、入出庫口
Ｇに向いた乗入デッキ１３の入出庫口側には車路用のスロープ４３が配設されている。
【００３６】
　また、乗入デッキ１３の長手方向が入出庫Ｇに向いているときには、上記ピット４１の
前後部分が開放されてしまう。この開放ピット部分を閉止するために、ピット４１の前部
および後部の左右両側に、閉止用移動デッキ４４が床面のわずか下方にスライド可能に収
納されている（図４参照）。そして、この閉止用移動デッキ４４は、乗入デッキ１３が入
出庫Ｇに向いたときには左右両側から進出して開放ピット部分を閉止し、乗入デッキ１３
が９０゜旋回してエレベータ２の長手方向に向いたときには収納部内に後退して、エレベ
ータ２の昇降を可能とする。
【００３７】
　図３および図５に示すように、駐車棚４は各駐車階の前後それぞれに配置されている二
本の棚柱５間に左右方向に架設されており、この駐車棚４にはその長手方向に沿って複数
個の支持ローラ１５が配設されている。各駐車階には、車両を搭載する車両搭載架台１６
が、その前後端辺をこの支持ローラ１５に支持された状態で格納されている。この複数個
の支持ローラ１５が車両搭載架台１６のための第一横行路である。上記昇降路３における
各階の前部および後部に横行支持架台１７が取り付けられており、この横行支持架台１７
の長手方向に沿って複数個の支持ローラ１８が配設されている。この複数個の支持ローラ
１８は車両搭載架台１６のための第二横行路である。この駐車棚４の支持ローラ１５と昇
降路３の支持ローラ１８とは、各駐車棚４の車両搭載架台１６が駐車棚４と昇降路３の横
行支持架台１７との間をスムーズに横行することができるように配列されている。
【００３８】
　図３に示すように、この車両搭載架台１６は、その中央を前後方向に延びる背骨部材１
９と、背骨部材１９の前後両端に垂直状に配設された、支持ローラ１５、１８に支持され
る被支持枠１９Ａと、背骨部材１９から左右両外方へ突設された櫛歯２０とを有している
。そして、車両搭載架台１６は全体的に、昇降路３においてエレベータ２と干渉せずに上
下方向に通過し合う形状を呈している。すなわち、その背骨部材１９がエレベータ２の前
後方向間隙１２Ｄを通過し、その被支持枠１９Ａはエレベータ２の横行ガイド部材２１Ｌ
、２１Ｒの前後方向外方を通過しうるようにされている。また、その櫛歯２０はエレベー
タ２の櫛歯１１を上下方向に通過し得る寸法およびピッチにされている。
【００３９】
　つぎに、左右の車両搭載架台１６を中央の昇降路３に進退させる横行駆動装置２３を説
明する。この横行駆動装置２３は一階おきの駐車スペースＳの前部および後部のうち少な
くとも一方に設置される。本実施形態では前後両方に設置されている（図２および図３参
照）。また、図１に示すように、本実施形態では２階から９階に駐車スペースＳが設けら
れているが、横行駆動装置２３が設置されているのは左右の２階、４階、６階、８階の各
駐車スペースＳである。この横行駆動装置２３は当該階（２階、４階、６階、８階）およ
びその直上階（３階、５階、７階、９階）の車両搭載架台１６を横行させることができる
。
【００４０】
　図５に示すように、この横行駆動装置２３においては、駐車棚４の上方に、無端チェー
ン２４が鉛直面内で矩形状に旋回するように四個のスプロケット２５に掛け回されており
、駐車棚４に設置された駆動モータ２６により旋回駆動される。駆動モータ２６の回転力
は、駆動モータ２６に接続されたブレーキ付き減速機２７の出力軸に固定された駆動スプ
ロケット２８によって無端チェーン２４に伝達される。この駆動モータ２６や減速機２７
の設置位置は駐車棚４に限定されない。スプロケット２５に矩形に掛け回された無端チェ
ーン２４に回転力を伝達しうる位置であればどこでもよい。
【００４１】
　図６に示すように、無端チェーン２４には車両搭載架台１６に向かって長手方向（前後
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方向）に突出する棒状の第一係合部材２９が取り付けられている。図６（ａ）は横行駆動
装置２３の無端チェーン２４、第一係合部材２９および下部被係合部材３０の一部を示す
平面図であり、図６（ｂ）は図６（ａ）をＶＩ－ＶＩ線方向に見た側面図である。無端チ
ェーン２４や第一係合部材２９は特別の構成に限定はされない。本実施形態では、無端チ
ェーン２４として図示のごときリンクチェーンを採用し、リンク要素２４Ａ同士を連結す
るローラピン２４Ｂの一つを長尺に形成してこれを第一係合部材２９として利用している
。
【００４２】
　一方、図５に示すように、この横行駆動装置２３が設置されている駐車スペースＳに配
置された車両搭載架台１６の前後端部の反昇降路側端部には下部被係合部材３０が取り付
けられている。下部被係合部材３０には、その上端開口から上記第一係合部材２９が係合
することができる。また、直上階の駐車スペースＳに配置された車両搭載架台１６の前後
端部の反昇降路側端部には上部被係合部材３１が取り付けられている。上部被係合部材３
１には、その下端開口から上記第一係合部材２９が係合することができる。いずれの被係
合部材３０、３１も、第一係合部材２９の上下方向のわずかな移動を許すが、左右方向の
移動は実質的に規制するように構成されている。
【００４３】
　このように構成された横行駆動装置２３によれば、昇降路３の右側の駐車スペースＳで
は、無端チェーン２４の時計回り旋回に伴って第一係合部材２９が下部被係合部材３０に
上から係合する。そして、第一係合部材２９が矩形循環路のうちの下部水平循環路Ｌを左
向きに移動することによって当該階の車両搭載架台１６が左方へ、すなわち昇降路３に向
かって横行させられる。下部水平循環路Ｌでは無端チェーン２４が駆動スプロケット２８
に係合しているため完全な水平状態とはならないが、実質的に水平とみなして水平循環路
と呼んでいる。そして、第一係合部材２９が駆動スプロケット２８を通過していくときに
はわずか上方へ一時的に変位する。しかし、前述のとおり被係合部材３０、３１は第一係
合部材２９の上下方向のわずかな移動を許す形状にされているため、とくに問題となるこ
とはない。
【００４４】
　無端チェーン２４が反時計回りに旋回するときには、第一係合部材２９が上部被係合部
材３１に下から係合する。そして、第一係合部材２９が上部水平循環路Ｕを左向きに移動
することによって直上階の車両搭載架台１６が昇降路３に向かって横行させられる。一方
、昇降路３の左側の駐車スペースＳでは無端チェーン２４の上記とは逆方向の旋回によっ
て車両搭載架台１６が昇降路３に向かって横行させられることは容易に理解できる。また
、図７および図８から明らかなように、この横行駆動装置２３はその構成上、車両搭載架
台１６を昇降路３の中央位置までは搬送することができず、わずかに駐車棚側に戻った位
置まで搬送することになる。
【００４５】
　つぎに、図２および図５を参照しつつ、昇降体２Ｌ、２Ｒの前端近傍および後端近傍に
配設された上記横行ガイド部材２１Ｌ、２１Ｒ（第二の横行駆動装置）を説明する。なお
、この第二の横行駆動装置２１は、駆動装置とはいうものの、横行駆動のための特別な駆
動源を備えているわけではなく、エレベータ２の昇降によって車両搭載架台１６を横行さ
せるものである。前述したように、左右の横行ガイド部材２１Ｌ、２１Ｒはともに台形状
を呈し、対向し合う上部傾斜辺、下部傾斜辺および鉛直辺に沿ってそれぞれ連続するガイ
ド溝２２が配設されている。各辺のガイド溝をそれぞれ上部ガイド溝２２Ｕ、下部ガイド
溝２２Ｌ、鉛直ガイド溝２２Ｖと呼ぶ。上部ガイド溝２２Ｕの上端と、下部ガイド溝２２
Ｌの下端とは同一鉛直線上に位置している。上部ガイド溝２２Ｕおよび下部ガイド溝２２
Ｌの対鉛直傾斜角度は特に同一にする必要はない。
【００４６】
　図２および図９に示すように、ガイド溝２２は前後方向外方に向けて開口している。一
方、各車両搭載架台１６の前後の被支持枠１９Ａには、上記ガイド溝２２に向かって（前
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後方向内方に向かって）突出し、ガイド溝２２内に進入して係合する棒状の第二係合部材
３２が配設されている。図９は横行ガイド部材２１のガイド溝２２と車両搭載架台１６の
第二係合部材３２との係合を示す一部断面平面図である。
【００４７】
　図７（ｂ）および図８（ａ）に示すように、被支持枠１９Ａの長手方向におけるこの第
二係合部材３２の突設位置は、前述した横行駆動装置２３によって昇降路３側へ引き出さ
れて停止した状態の車両搭載架台１６における昇降路３端部側である。換言すると、停止
している被支持枠１９Ａにおける上記ガイド溝２２の上端位置または下端位置が対応する
部位である。この部位は、図示のごとく被支持枠１９Ａの駐車棚側端部からわずかに中央
寄りの位置である。これは、前述のとおり、横行駆動装置２３によっては車両搭載架台１
６を昇降路３の中央位置まで搬送することができないからである。
【００４８】
　図７および図８を参照しながら、前述の横行駆動装置（第一の横行駆動装置）２３およ
び横行ガイド部材（第二の横行駆動装置）２１による車両搭載架台１６の横行動作を説明
する。図７および図８は、右側駐車スペースＳのうち、横行駆動装置２３が設置されてい
る階の直上階の車両Ｍを出庫させる場合を例示している。車両Ｍが出庫する前のエレベー
タ２は入出庫階Ｅにおける乗入デッキ１３の下方のピット４１内に待機している。乗入デ
ッキ１３は入出庫口Ｇに向いている（図４に二点鎖線で示す状態）。
【００４９】
　駐車スペースＳでは、横行駆動装置２３の無端チェーン２４が反時計方向旋回すること
により、第一係合部材２９が上昇して上部被係合部材３１に下から係合する（図７（ａ）
）。そして、そのまま水平方向左向き移動に転向し、出庫予定車Ｍを搭載した車両搭載架
台１６を昇降路３に向けて送り出す。このとき入出庫階では、乗入デッキ１３が９０゜旋
回してエレベータ２とその長手方向を一致させる。また、閉止用移動デッキ４４がピット
４１の前後部分を開放する（図４に実線で示す状態）。その後、空のエレベータ２は乗入
デッキ１３を下から上方へすり抜けて入出庫階から上昇する。
【００５０】
　ついで、第一係合部材２９が上部水平循環路Ｕの最終端である左端に至ると車両搭載架
台１６は停止する（図７（ｂ））。無端チェーン２４はその後も連続して反時計方向旋回
を続ける。そうすると、第一係合部材２９が下方向き移動に転換して上部被係合部材３１
との係合が解除される。このとき、エレベータ２は当該階の直下に到着しており、車両搭
載架台１６の第二係合部材３２は前述したように右側横行ガイド部材２１Ｒの上部ガイド
溝２２Ｕの上端開口に対向する位置にある（図７（ｂ））。
【００５１】
　エレベータ２がそのまま上昇すると、それに伴って車両搭載架台１６の第二係合部材３
２は右の上部ガイド溝２２Ｕの上端開口から上部ガイド溝２２Ｕ内に進入して係合する。
そして、エレベータ２が横行ガイド部材２１Ｒと一体でさらに上昇すると、第二係合部材
３２は上部ガイド溝２２Ｕに沿って左方へ移動させられる。これにより、車両搭載架台１
６は昇降路３の中央に向けて水平搬送される（図７（ｃ））。第二係合部材３２が上部ガ
イド溝２２Ｕから鉛直ガイド溝２２Ｖに至ったとき、車両搭載架台１６は昇降路３の中央
に達して停止する。そのままエレベータ２が上昇すると、第二係合部材３２は相対的に鉛
直ガイド溝２２Ｖ内を下降するので、車両搭載架台１６は昇降路３中央に停止したままで
ある。しかし、左右の昇降体２Ｌ、２Ｒは車両搭載架台１６をその直下から上方にすり抜
けるように通過し、車両搭載架台１６上の出庫車両Ｍはエレベータ２によってすくい上げ
られる。すなわち、出庫車両Ｍは車両搭載架台１６からエレベータ２に移載される（図７
（ｃ））。
【００５２】
　なお、図７に示されているように、エレベータ２の上昇と車両搭載架台１６の横行とが
並行して行われる。エレベータは入出庫階から停止することなく上昇して、車両搭載架台
１６を直下からすり抜けて出庫車両Ｍをすくい上げることができる。したがって、出庫作
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業の時間の節約が可能となる。
【００５３】
　エレベータ２がさらに上昇すると、第二係合部材３２は鉛直ガイド溝２２Ｖから下部ガ
イド溝２２Ｌに移って右方へ移動する。したがって、車両搭載架台１６は昇降路３の中央
から駐車棚４に向けて横行させられる。すなわち、もとの駐車棚４に戻り始める。エレベ
ータ２がさらに上昇して第二係合部材３２が下部ガイド溝２２Ｌの下端開口から抜け出る
と、車両搭載架台１６はその横行を停止する（図８（ａ））。このとき、車両搭載架台１
６の大部分はまだ昇降路４内に残っており、車両搭載架台１６の上部被係合部材３１の下
端開口が、平面視で横行駆動装置２３の第一係合部材２９に対向する位置にある（図８（
ａ））。
【００５４】
　この状態から横行駆動装置２３の無端チェーン２４が時計方向に旋回すると、第一係合
部材２９が上昇して上部被係合部材３１に下から係合する（図８（ａ））。第一係合部材
２９はそのまま水平方向右向き移動に転向し、空の車両搭載架台１６をもとの駐車棚４に
向けて水平搬送する。第一係合部材２９が上部水平循環路Ｕの最終端である右端に至ると
車両搭載架台１６は駐車棚４上の格納位置に停止する（図８（ｂ））。無端チェーン２４
はその後も連続して時計方向旋回を続けるので、第一係合部材２９が下方向き移動に転向
し、上部被係合部材３１との係合が解除される。このとき、出庫車両Ｍを搭載したエレベ
ータ２は入出庫階に向けて下降を開始する。
【００５５】
　このエレベータ２は入出庫階Ｅまで下降し、乗入デッキ１３を上から下へすり抜けてピ
ット内まで下降する。このとき、車両Ｍは乗入デッキ１３に阻まれてその櫛歯１３Ａに載
置される。空になったエレベータ２は乗入デッキ１３下方のピット内で待機する。乗入デ
ッキ１３は９０゜旋回して車両を入出庫口に向け、閉止用移動デッキ４４がピット４１の
前後部分を閉止する。この車両に乗員が搭乗して出庫する。この時点で出庫動作が完了す
る。
【００５６】
　図７および図８では直上階の車両Ｍを出庫させる場合を例示しているが、当該階の車両
Ｍを出庫させるときの操作も同様の手順で行われる。無端チェーン２４の旋回方向が前述
とは逆になるだけである。また、図７および図８では右側の駐車棚からの出庫動作を例示
しているが、左側の駐車棚から出庫するときの操作も同様の手順で行われる。横行駆動装
置２３の無端チェーン２４の旋回方向が前述とは逆になるだけである。
【００５７】
　また、入庫動作（図示しない）は、前述した出庫動作とその順序が若干異なるだけであ
る。車両が入庫する前のエレベータ２は入出庫階Ｅのピット４１内における乗入デッキ１
３の下方に待機している。乗入デッキ１３はその長手方向を入出庫口に向けている（図１
参照）。そして、入庫車両が乗入デッキ１３に乗り入れて搭乗者が駐車塔から退場すると
、乗入デッキ１３は９０゜旋回してエレベータ２とその長手方向を一致させる。閉止用移
動デッキ４４がピット４１の前後部分を開放する。エレベータ２は乗入デッキ１３を下か
ら上にすり抜けて乗入デッキ１３上の車両をすくい上げる。
【００５８】
　そして、入庫車両を搭載したエレベータ２は、入庫指定階の駐車棚４よりわずか上方の
位置まで上昇して停止する。ついで横行駆動装置２３が駐車棚４上の空の車両搭載架台１
６を昇降路の水平方向の途中位置まで搬送する。エレベータ２が下降することによって車
両搭載架台１６が昇降路の水平方向中央に停止する。そのままエレベータ２が下降して車
両搭載架台１６を下にすり抜けることによって車両を車両搭載架台１６に移載する。さら
にエレベータが下降すると、車両を搭載した車両搭載架台１６は駐車棚に向けて搬送され
、昇降路の水平方向の途中位置まで運ばれる。エレベータはそのまま入出庫階まで下降す
る。ついで横行駆動装置２３が、車両を搭載した車両搭載架台１６を駐車棚４の格納位置
まで搬送して停止する。ここで入庫動作が完了する。
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【００５９】
　本実施形態では、横行駆動装置２３が駐車スペースＳの前部および後部の両方に設置さ
れているが、前部および後部のうち一方にのみ設置してもよい。しかし、車両搭載架台１
６のスムーズ且つ安定した横行のためには前後の両方に設置するのが好ましい。同様に、
横行ガイド部材２１がエレベータの前部近傍および後部近傍の両方に設置されているが、
前部および後部のうち一方にのみ設置してもよい。しかし、車両搭載架台１６のスムーズ
且つ安定した横行のためには前部近傍および後部近傍の両方に設置するのが好ましい。
【００６０】
　そして、横行ガイド部材２１はエレベータ２の左右両側に配設しているが、駐車棚が昇
降路の片側のみに配設されているときには、横行ガイド部材２１も当該側にのみ設ければ
よい。
【００６１】
　また、本実施形態では、図２～図４に示すように、エレベータ２、車両搭載架台１６お
よび乗入デッキ１３の櫛歯は全て左右方向（横方向）に突設されているが、かかる構成に
限定されない。エレベータ２、車両搭載架台１６および乗入デッキ１３それぞれに長手方
向（前後方向）に延びる櫛歯を備えることも可能である。
【産業上の利用可能性】
【００６２】
　本発明によれば、横行駆動装置を各駐車棚に設置する必要がなく、昇降路に駆動源を設
置する必要もないためメンテナンス等が容易となる。また、入出庫に際して車両搭載架台
の横行動作とエレベータの昇降動作とを並行して行うことができる。したがって、入出庫
時間の短縮を図る上で有用である。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明の一実施形態にかかる櫛歯エレベータ式駐車装置を示す縦断面図である。
【図２】図１の駐車装置における駐車棚の一部およびエレベータを示す斜視図である。
【図３】図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図であり、駐車棚が配設された駐車階を示している
。
【図４】図１のＩＶ－ＩＶ線断面図であり、入出庫階を示している。
【図５】図３のＶ－Ｖ線矢視図である。
【図６】図６（ａ）は横行駆動装置の無端チェーン、第一係合部材および下部被係合部材
の一部を示す平面図であり、図６（ｂ）は図６（ａ）をＶＩ－ＶＩ線方向に見た側面図で
ある。
【図７】図７（ａ）、図７（ｂ）および図７（ｃ）はそれぞれ図５の横行駆動装置の動作
の一部を示す正面図である。
【図８】図８（ａ）および図８（ｂ）はともに図５の横行駆動装置の動作の一部を示す正
面図である。
【図９】図１の駐車装置における横行ガイド部材と車両搭載架台との係合を示す一部断面
平面図である。
【符号の説明】
【００６４】
　　　　　　　　　１・・・・駐車装置
　　　　　　　　　２・・・・エレベータ
　　　　　　　　　３・・・・昇降路
　　　　　　　　　４・・・・駐車棚
　　　　　　　　　５・・・・棚柱
　　　　　　　　　６・・・・ワイヤ
　　　　　　　　　７・・・・巻き上げ装置
　　　　　　　　　８・・・・カウンターウエイト
　　　　　　　　　９・・・・被案内ローラ
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　　　　　　　　１１・・・・櫛歯
　　　　　　　　１２・・・・開口部
　　　　　　　　１３・・・・乗入デッキ
　　　　　　　　１４・・・・旋回駆動台
　　　　　　　　１５・・・・支持ローラ
　　　　　　　　１６・・・・車両搭載架台
　　　　　　　　１７・・・・横行支持架台
　　　　　　　　１８・・・・支持ローラ
　　　　　　　　１９・・・・背骨部材
　　　　　　　　２０・・・・櫛歯
　　　　　　　　２１・・・・横行ガイド部材
　　　　　　　　２２・・・・ガイド溝
　　　　　　　　２３・・・・横行駆動装置
　　　　　　　　２４・・・・無端チェーン
　　　　　　　　２５・・・・スプロケット
　　　　　　　　２６・・・・駆動モータ
　　　　　　　　２７・・・・減速機
　　　　　　　　２８・・・・駆動スプロケット
　　　　　　　　２９・・・・第一係合部材
　　　　　　　　３０・・・・下部被係合部材
　　　　　　　　３１・・・・上部被係合部材
　　　　　　　　３２・・・・第二係合部材
　　　　　　　　４１・・・・ピット
　　　　　　　　４２・・・・ガイド部材収容溝
　　　　　　　　４３・・・・車路用スロープ
　　　　　　　　４４・・・・閉止用移動デッキ
　　　　　　　　　Ｅ・・・・入出庫階
　　　　　　　　　Ｅｄ・・・（入出庫口の）扉
　　　　　　　　　Ｇ・・・・入出庫口
　　　　　　　　　Ｍ・・・・車両
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